
19，52年明紳礁噴火の空中観察

不口達情夫¥諏訪 彰桝

今回の明神礁の海底噴火に際して，識に，筆者等は新聞批特別仕立の日航機に便乗し，諏訪は噴

火発見当日の 9月17日夕亥U，‘和連は東京大学地震研究所水上武氏とともに笠18日朝，それぞれ2さか

らその活動状況を観察する機会を得た。もっとも，筆者等は，とD種の空中調至ωもつ一般的た困

難，不確実性のほかに，報道機関の突然の企に応じ，ほとんど無準備で参加したととのために，そ

の調査の成果を十分にあげ得なかったのは遺憾で・ある O しかし，活動中の海底噴火を，特にその極

く初期に，空中から観察したととは，先例のない貴重な機会であり，かつ，前者は夜間，後者は霊

間の活動状況をあいついで・観察し得た点で興味あるものと忠われるので，と Lにその観察結果をと

りまとめて報告する口-

， 9月17日夜の活動状況く諏訪観察〉

~ 1. 調査飛行の経過

7時すぎ 漁船第11明神丸新海底噴火発見。

11時とろ 地震課に各方面‘より結介が殺到し始めたが，公式の情報，報告は全く入らない。

14時とる 毎日新聞世より， 14時30分初田発の飛行機同乗の勧誘を受け，その手続きをする。

14時10分羽田に向う。

17時28公 「すい星号J，種々の事情で出発遅延し，暮れか Lるとろ羽田離陸。毎日，車FJ日両新

間世より各6名と筆者，計13名搭乗口高度2000""'2300m，時速340kmで，積雲，積乱雲た

どの雲海上を一路南 F。

18時15分八支島上空通過と推定されるとろ，真のやみとなる。雲多く，現場発見困難が予想、さ

れる。

18時27分わず、か西方の雲海の切れ間から，暗黒の海聞に，一段とどす黒い楕円形の青ケ島を認

める D

18時35分密雲を切って念降下し，雲海句下く高度約1000m)に出た機D澄か前方，暗黒の中に

一点の赤い火を認める o

18時39分 下すい星号」現地上空到着。高度最低 200血で，新火山島附ili上空を 8の字をえがき

ながら数回往復し，最短水平距離約 800m (推定〉で，火山活動状況を観察する o

18時57分帰航の途につく。

骨 中央気象台長

州 中央気象台地震課
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20時10分羽田空港帰着。

~ 2. 新火山島とその活動状況 (18時39'"'-'57分)

夜間，前記のような悪気象僚件下で，ベヨネーズ線や水平線も見えず，附近に結時13など比較対照

する物も無いので噴火位置や新島・の大きさなどは現地で・正確に測定するととができず，専ら，飛

行経験者である機長 Edward Peiffer主ミの推定を信用ずるよl りほかなかフた。また，方向もはつ

をりしなかったが，本文では筆者が一応現地で推定した方向を採用した。

噴火現場の位置機長が飛行時間などより推定した位置はほど 31050'N， 140
0
06'Eであった。

因に，翌 18日朝 10時とろ，海上保安庁必硯肱「しきかJ (406 トシ)‘の測定によれば• '31056.TN; 

140000BEである。

新島の形，大きさ 新島はほど北東一南西にや L長い楕円形で，もりあがったような形をして訟

に短径は長径の 3分の 2， 高さは長径の 4分の 1くらいであった。第 l図は新島をその南東方向

から望見した見取図である。図に示す

如く，新島のほ Y中央部Aと，その北東

側Bに活動火口があり， A火口の南東

側中腹Cから多量の熔岩がわき出し，

熔岩流となって海にそ Lいでいた。そ

のIP高は高さよりや L長く，長径の10分

の3くらいであった。た是正とのよう

な熔岩流出は全島でと¥1か所だけで-

lあった。新島の大きさは，機長の推定

によれば，長径1.5マイル (24.o0m)， 第 1図 明神礁見取図(1952年 9月17日夕刻〉

短径 1マイノレく1600m) 程度，高さは約 100mとのととであったが，筆者にはとの値はかなり大き

過ぎるように思われJ径と高さとの比率もたつとくできなかった口筆者の感じからいえば，とのA，

B両火口の距離は， 1950'"'-'51年大島三原山噴火の501，510両火口のそれよりかなり小さく，従って，

新島の径はせいぜい 300m程度のものと推定された。なi=;-，当時新島周辺海面は-珪石その他の噴出

物で長 Lわれて長り，かつ，夜([)s青黒([)r:F!に赤熱の新島が突出じ，それが周囲の海に映えるので，

新島の輪廓をとりちがえ，実際以上に大きくとり過ぎる傾向があったのではないかと考えられる。

従って，筆者はとの問題を解決するために， ~ 3 vC示す如く，当時の写真による大きさの算定を

と Lるみた。

熔岩の温度適当な担IJ~:~を用い得なかったので，熔岩の温度は専ら肉n民観察により，過去の火山

観測の経験から推定した。島の表面は一般に冷却同化して:巣く見えるが，全島いたる所に割れ目が

甚だ多く，害IJれ目内はまだ赤熱溶融状態で，その温度は 9000C以とと推定され，結局，島全体がー
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つの赤熱熔岩の塊といった感じであった。小爆発を繰返すA，B両火口附近は全般に明るい楼色を

呈し，約 10000Cと推定された。また， Cのどるどろの流出熔岩は特に明るい挫~白校色を呈し，

1000"-' 11000Cと推定された。

噴火活動状況 A，B両火口は毎分数回小爆発を繰返し，赤熱熔岩片を高さ数十m(島の高さと

ほ Y同じ}に描出した。噴煙は比較的少量で、，風のためや L東に流れて長り，高さ推定約1000mま

では認められたが，その先端は夜のやみに紛れて見えなかった。しかし，当時の活動で特に目だっ

たものは，むしろ， Cの熔岩流出であって，その先端は海水中に流れとみ，.i:;-びたどしい水蒸気を

生じていたD もっとも，との種の水蒸気は'島の周囲のいたるととるからたちのほ、り，爆発活動の休

rJっ期にも，島全体からたえず、噴気しているかのようであった。

要するに，当時の状態は，爆発活動によっていわゆる噴石丘が形成されて行くといったものでは

なく，地下から続々と押し出されてくる多量の熔岩によって鐘状火山が形成され，その iy:I~-ßにあたる

新島がもりもり膨脹して行くといったものであった。との活動は，外見上，一般に大変訟だやかで，

東京水産大学観測般神鷹丸が現地調査した同月 23日とるの活動状態とは全く趣を異.にしていた。

もっとも，とのように特に沿だやかな感じを受けたのは，機土観測のため，爆発音などが観測され

ず，音の感じが全くなかったためもあるかも知れない。

な沿，乙の小爆発のひん発，t容融熔岩の流出は，やはり同夜17時30分乙ろ現地附近でとの噴火を

観察した漁船第5松生丸田中久作船長等も確認している D また，とのような1熔岩流出は翌18日以後

は全く観察されていない。もっとも， 18日以後。観察はほとんどすべて霊間に行われているので，

船舶などからの遠望観測では，前記のご共的水蒸気などのために，たとえ熔岩流出現象があっても

認められない恐れが多い。

S 3. 写真による新島の大きさ算定

噴火現場の写真撮影は筆者のほか，両新聞批写真部員によって行われ，それぞれ未修正の密着写

真を提供していたどくととができた。しかし，いづれも強力現象を行っているにもか Lわら子，か

ような現象の夜間空中撮影のため，感光度の関係で，新島の輪廓などをとにかく何とかつかみ得るも

のは毎日新聞祉撮影のも ρ1枚だけであって，他はせいぜい流出1熔岩がわずかに認められる程度で

あった。従って，焦点距離などの異:った2'"'"'3個のカメ?による同時撮影の写真ーから，カメラ(飛行

機)と新島との距離，たらび、に，新島の大きさを算出しようとする筆者の企は実行不可能となり，

前記の 1枚の写真だけについて，飛行機の高度，沿よび，飛行と新島との水平距離は一応既失11のも

のとして，計算を行ってみた。しかも，との写真も， Cの流出熔措がや L明りように認められ， A， 

B両火口附近。輪廓が薄い細線として辛うじて認められるだけであるため，島全体の輪廓は筆者の

'観察(第 1図参照)を参考として推定した。

さて，との写真はほど第 1図と同方向から，すなわち，新島の南東方向から撮影したものである。
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存在って，とれから，島の長径，言iさ， jなよび熔岩流の|憶を算出するととができる D な公，使用カメ

ラはスピグラで， 15イシチ望遠レ γ ズを用い，レ γ ズ56開放，焦点距離は∞にあわせ，震出時間は

10分の 1秒で， WX7イ Jレムを使用しているo

いま，望遠レシズの焦点距離をJ， 写真の画商上にあらわれた島Jの長径をα，飛行機の高度をh，

飛行機とす「島との距離を 1，同じく水平距離をdとすれば，島の長径 Zは失の両式から与えられる。

チー=ずく1)
1=、/d2+h2 …...く2)

従って，

新島の画面上での高さは 12--13mm であり，島の長径は高さの 4倍であるから，画面上での島

の長径 αは約 50mmとなる口とれは，画面上で・， r直接前記の薄炉細線を延長じて考えるととによっ

て与えられる値ともほど一致している。また，機長によれば，飛行機と新島との水平距離dは0.5マ

イル余，すなわち， 800，.....，900m程度であり，飛行機の高度 h(高度計使用〉は 600，.....，800フィー下，

すなわち， 200"，270mの範囲内で・ある。更に，望遠レ yズの焦点距離f は15 イ y チであるか~"便宜

と380mmとして，近似計算を行えば，

新島の長径は第 1表のように求められ

るo 従って，島の高さは第2表で示さ

れる。また，熔岩流のl隔は島の長径の

ほ~' 10分の 3であるから， 同様にし

て，第 3表で示す如くになるo 更に，

新島の短径は長径の 3分の 2であるか

ら，第 1表から容易に算出される。た

な，とれらの表では，念のため，hは200

m，' 235m， 270m， また，d は700m，

800m，900rh， 1000m，の各場合につ

いて算出してある。

じかし，とれらの hと d との幾つ

かの組合せの中で，との写真撮影時の

状況から判断して，筆者が最も安当と

考えるのは" h.= 235m (与700ft)， 

d =900mである。従って，筆者は，

当時の新島の大きさとしては，長径約

第 1表新島の長径(計算値〉

¥¥九三 h ー | 
一¥¥¥200m 235m 270m 
d ¥¥¥¥(60的) Iく7附 t)(8附t)

7OOm 96m …lω 

0∞0 ! l 1 伽 久1づ一t(¥川づVιプ三122mロ旬伽2公伽2加m 一 1 伽 l 

第 2表新島の高さ c計算値〉

la1iZ〉 l
200m 

.く600ft)

24m 24m 

27m 28百1

900m 30m 31m 

1000m 34m 34m 
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第 3表熔岩流の幅 C升算{直〉120m，短径約 80m，高さ約30mで・，

かつ，熔岩流のl揺は約 35m を採用す

るD 因に，翌 18日10時とろ，前記
子三六1200m(600ft) く700ft) (800ft) 

「しきね」の測定によれば，新島の大

きさは長径 150m，短径 100m，高さ

3白uと報ぜられている。

なな，との算定には日映技術集団大

小島嘉一氏iの専門的な御協力を得たと

とを記し，謝意を表するo

9月18日朝の活動状況(和達観察〉

700m 29m 

800m 
33m 33m (0.5mile) 

900m 36m 37m l、

1000m 40m 41m 

く註) h:飛行機くカメラ〉の高度

d.飛行機(カメラ〉と新島どの水平距離

大字は筆者が最も妥当していると考える値

30m 

33m 

3，7m 

41m 

前夜遅く読売新聞枇より，明神礁噴火現場を観察の飛行機に同乗するよう勧誘を受け， 18日朝 6

時24分羽田空港を， 日航マーチ y rきん星J号で・出発した。との日天気はよく晴れていたが，南下

し八丈島附近に到る頃積乱雲の並びたつ前線に遭った。機はその中を抜け 7時34分頃現地上空に達

した。現地に近づく頃より広い洋上に太い煙の桂が立ち昇っている姿が・九られ，そD煙のと部は

2"-'3000mと推定された。その遠望は一見原子爆弾爆発D写真を思わせるものがあるo

現場では天気は曇りで・，陸は h端が雲に入っている。そして煙は上部が大体南の方向になびいて

いる o 始め近づいて行ったときは噴煙の中下段に顕著なえりまき雲が見えた。(との雲は，割合に

早く治えたらしく，機ーが噴煙に近づき西側に廻るにうれて見えなくなり，二度目に北側に来たとき

は既にたかった。〉

機が?盛んに噴火.しつ Lある新島に近づくにつれ，紺碧の海に，はっきりと境界を劃して黄線色

の海水が島をとりまいでい右のが見えた口責総色の海面は大きな楕円、くの一部?)形に見え，その

非常にかたよった焦点に新島があるような感じである Oた長，その黄緑色の海面は外側に薄い部分が

ある。写真第 1は北側から撮った写真でと述の寅緑海面の模様がよく見られる D 海a流は南方へ流れ

ていると見え，新島の北側では，責総海面は島から数百mの)Yj'まで来ているが，南のプゴはずっと遠

くまで拡がっ』ている口

黒煙はもくもくと噴き上り， その問で急:激に黒い煙が勢よく主ち昇るととが数秒に 1四位見ら

れ，爆発が島の数か所で、間断たく行'われている O その光景は何とも言えない壮大たものである口時

折り黒煙の聞に赤い焔のようなものが見られる O

噴気噴煙のため7J':>..，あるいは重間のためか，赤熱の熔岩らしいものは見られなかった。

機が西側に廻るにつれて，噴煙は右になびき，噴煙の下には火山噴出物の降下により黒い雨脚が

はっきり見える。水面には，噴きとげられた岩石や砂友が:盛んに落下じている有様がー看取でき，
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写真弟 1 北側 より 撮彫
飛行機の高度約80m，水平距離約800m

写真第3 南々東側より撮態 写真第 4 東北東側より撮彰
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写真第 5 北東側より撮影

時々相当に大きい治も落ちるら しく 高 く水しぶ

きカえとっている。

島の形は噴煙で定かで・ないが，北東から南西

にや L長いと 男られたが， 実さいは殆んど円形

とみてよいかも知れない。その直径は，写真の

至近撮影の場合が高度70mく機長の言による〕と

}て，写真より 推定する と，北側から見た所で

200m1立となるD そして， 海面に出ている岩の高

さも殆んど分らないが， 感じから言えば 20，.....，30

mのものと思われる。飛行機から見たのでは音

が聞えないが，恐らく爆音がとどろいていると

とが察せられる D 噴煙の中に電光を見たという

ものもあったが， 筆者は見たかった。

飛行機は明紳礁を数回旋回するとと約30分間

で帰路についた。 筆者の撮影した約20枚の写真

の中の 5枚をと Lに掲げ， 参考に供すると とに

する。

The Observation of the 1952 Eruption of the Myojin Reef 

aboard Aeroplanes. 

K.羽TADATIand .A. SUWA 

(Central Meteorological Observat01・y)

、
The writers observed the activities of the submarine voIcano， Myojin Reef (31056.7' 

N， 140000. 5'E)， on Sept. 17 and 18 aboard passenger planes. The newly-formed volcanic 

islet was 120~200 m across and about 30 m high. Slight explosions took place incessantly， 

ejecting red-hot lava fragments. The volcanic smoke rose more than 2000 m high. The sea 

near the spot covered with ashes and pumice stones， and turned yel1owish-green in color. 

Especial1y， molten lava welled -out in quantities on the evening of Sept. 17. 
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